






















上を高齢者としており、日本においても厚生労働省は 65 歳以上を高齢者、その中でも 65 歳～
74 歳を前期高齢者、75 歳以上を後期高齢者としている（厚生労働省 e- ヘルスネット）。しかし、
高齢者と呼ばれる層の若返りが起こっており、65 歳以上を高齢者と扱うことに対しては異論
准高齢者の世代継承性と多摩大学の取り組み
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日本老年学会（2017）によれば、1992 年における 65 歳以上の身体的運動能力（握力、開眼片
脚起立時間、通常歩行速度、最大歩行速度）の分布は、2002 年における概ね 70 歳から 75 歳
以上の分布に類似している。例えば、男性の通常歩行速度は、1992 年での 65 歳以上の分布と
2002 年での 76 歳以上の分布で、分散、平均値ともに全く有意差がない正規分布である。精
神面に関しても、高齢者の健康に関する意識調査（内閣府 1996, 2012）によれば、1996 年と
2012 年の比較において 65 歳以上の各年代とも「生きがいを感じている」割合が増加しており、
特に 60 歳代後半と 70 歳代前半の上昇率が大きい。また、国立長寿医療研究センター（2000, 
2010）によれば、知識や認知等の知的機能の殆どの指標で 2000 年から 2010 年の 10 年間の 60
歳代の上昇傾向は著しい。2010 年の 60 歳代の平均得点は 50 歳代に接近する一方、70 歳代の
平均得点も上昇し 10 年前の 60 歳代に相当する項目が多い。これらの分析を踏まえて、日本老
年医学会・日本老年学会の高齢者の定義と区分に関する合同ワーキンググループは、65 歳～
74 歳を准高齢者、75 歳～ 89 歳を高齢者、90 歳以上を超高齢者と呼ぶことを提言している。（日






60 ～ 65 歳以上からと見做されており、本稿での准高齢者は老年期にあると捉えられてきた。
＜表：エリクソンの生涯発達段階＞
発達段階 課題 危機 獲得されるもの
1. 乳児期 基本的信頼 不信 希望
2. 幼児期 自律性 恥 意思
3. 遊戯期 自発性 罪悪感 目的・決意
4. 児童期 勤勉性 劣等感 有能感
5. 青年期 自我同一性 同一性の拡散 忠誠
6. 成人初期 親密性 孤独 愛
7. 壮年期 世代継承性 停滞 世話



























































2008 年より年 24 回の「リレー講座」を木曜４時限に開講し、知の再武装の機会を提供してき
た。正式には「現代世界解析講座」である本講座は、第一線で活躍する著名人が毎週一人ずつ
登壇し、それぞれの専門の立場から現代社会の諸問題を分析し、解決策への提言をリレー形式





























般的な基礎研修を、11 月～ 12 月に間隔を空けつつ６時間×９日の日程で観光サービス人材の
研修を行った。集客には多摩信用金庫などの地元企業にも協力を仰ぎ、全般的基礎研修には
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